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D と 村長が R 子の ことで 月夜の 晚に 川べ りの 茶屋で 

格闘 を 演じた。 D は 四十 歳の 洋画家で ある。 R 子 は 川 

ベリの 小さな 町で 踊りと 歌 を 売って ゐる町 一 番 美しい 

スタ ー で、 D の 愛人で ある。 

格闘の 原因 は 何 か？ 僕 は 聞き もらした が、 次の や 

うな 会話が 僕の 耳に 入つ て 来る。 (僕 は、 空々 庵の 主が、 

目の前に 迫った 展覧会に 出品す る 為の 制作の モデルに 

なって、 黙々 と 椅子に よって ゐ るの だ。 —— その アト 



リヱに 種々 な 客が 集まって 雑談に 耽って ゐ るの だ。) 

「村長が、 口惜しい/ \ といって、 オイ オイと 声 を あ 

げて 泣き出した よご 

「D は D で、 大声 を 張り あげて —— さあ 出て 来い、 村 

長！ 水の 中へ 投リ 込んで しま ふぞ —— と 連呼して ゐ 

るの だ ご 

「そして D が 村長 を 目が けて 振り あげた 拳固が、 ねら 

ひが 狂った のか R 子の 額に あたって、 R 子が 卒倒して 

しまったんだ。 だが D は、 それで 後 を も 振り向かずに 

停車場 を 目が けて 川の へ り を 駆けて 行って しま ふん 

だ ご 



「D さん をつ かまへ て 下さい/ \！ と R 子が ゥヮ言 

の やうに 叫んで、 ヒ ヨロ/ \ と 立ち上ら うとす るんだ 

が、 動け な いんだ。 —— だのに、 どうしても D をつ か 

まへ て 呉れ！ といって 諾 かないんだ ご 

「そこで 俺達 一 同が 寄ん どころ なく R 子の 手 を 執り 脚 

を 執りして 担ぎ あげた わけなんだ よご 

「それ ッ！ とい ふので、 俺達 は R 子 を 担いで、 あの 

長い 川の 堤 をヮッ ショィ くと、 D の 追跡 さ。 これが 

若し 逆に 回転して ゐれ ば、 俺達が 差 詰め まあ 悪漢の 手 

下 か 何 かで、 美人 を さらって 逃げる ところ を D が 追 ひ 

かける とい ふ 活動写真の わけなん だが、 此方が 追ッか 



け るんだ から 妙な もの さ ご 

「あれが 君、 幸 ひ 月夜だった から 好かった もの， -」 

「遥かの 行 手に 停車場の 灯が 見えて、 そっちの 方へ 駆 

けて 行く D の 後ろ姿が はっきり 見えた からな、 影絵の 

人物の やうに —— J 

「月夜で なけれ あ 此方 だって、 あ、 速く は 駆けられ や 

しない。 何しろ 足 もとは、 さんく と 流れて ゐる 水の 

ほとり だからね ご 

「そんな こと は 何う でもい、 よ。 そして 首尾よく D に 

追 ひついた のか？」 

と 誰 やらが 先 を 急いだ。 



「俺 あ 厭 だ！」 

と 唸った の は 窓の 外に ゐる らしい 村長の 声だった。 

rD も 来られず、 君達の 仲間 も 来ず —— ぢゃ、 今日の 会 

合 は 全く 無意味に な つてし まふ わけ ぢ やない か、 俺 あ 

厭 だ！」 

「D は、 あの 時、 俺達が 追 ひついて、 ァヮャ R 子が 取 

リ鎚 らうと した 刹那に、 汽車が 出て しまって、 それぎ 

りなんだ が、 今日は やって来る だら うか 知ら？」 

「R 子！ 何して ゐ るんだ ご 

更に 村長の 声が 聞え てゐ た。 

「此方へ 来て 酌 をし ないか ご 



村長 は 木蔭の 卓子で 休んで ゐ ると 見える。 

「殻から 出ようと して ゐる 蟬がゐ るの よ。 こんなと こ 

ろに！ あたし、 蟬が こんな 殻から 出る ッ てこと 始め 

て 知った わご 

「こ、 へ 持って来て 見ろ よご 

「可愛 想 だ わ I -」 

「見て ゐる うちに 羽根が 黒くな つて、 忽ち 飛び出して 

行く ぜご 

「村長さん も そんなの を 気をつけて 見たり する ことが 

あって？」 

秋め いた 午 さがりの 空々 庵で ある。 



木 兎 を 



空々 庵に ずっと 滞在して ゐる 客の 了が、 同じく モデ 

ル 椅子に よって 仕事中の 僕に 話す ェ ピソ— ド である。 

「海の 帰りに 停車場の 裏の 石垣の 上 を 見る と、 これが 

ちゃんと 止って ゐ るんだ よご 

と Y は 箱の 中の 木 兎 を 指差した。 木 兎 は真ン 丸な 眼 

を 見開いて、 キヨ トンと こっち を 眺めて ゐる。 



「よし ッ、 つかまへ て やらう！ と 思って 俺 は 静かに 

石垣 を 登つ たんだ。 ところが 見え るんだ ね、 大将！ 

俺が 腕 をのば してい ざっか ま へ ようとす ると フワ/ \ 

ッと 飛び出し たさ ご 

それからが Y の大 活躍で ある、 Y は 空々 庵の 主と 同 

様 達磨の やうに 肥った 男で ある。 

木 兎 は 丘の 上に 飛んで 蜜柑の 枝に 止った。 Y が 腕 を 

のばす と五寸 ばかりで 届かない ので、 軽く 飛び あがつ 

てっか まへ ようとす ると、 思 はず Y は 枝 をつ かんで し 

まって、 相当 太い 枝が ポ キンと 折れて しまって、 Y は 

畑に 尻 もち をつ いて、 木 兎 は 逃げて、 タバコ 畑に 飛ん 



だ。 タバコ 畑なら こっちの もの だ！ と Y は ほく そ 笑 

んで、 若し や 食 ひっかれ たら 痛から う！ と 気づいた 

から、 浴衣 をぬ いで、 これで 伏せて やらう と 思って、 

裸体に なり、 着物 を 蚊帳の やうに 拡げて、 息を殺して 

忍び寄つ たので ある。 —— ところが 不運だった ことに 

は、 その 日に Y は あまり 長く 海に 浸り 過ぎて 風邪 を 引 

いたと 見えて、 や、 ともす ると クシ ャミが 出て ならな 

かった ので ある。 木 兎に 近寄った かと 思 ふと、 ァヮャ 

とい ふところで クシ ャミが 出て、 取リ 逃がして しま ふ 

のであった。 

「また 僕の クシ ャミ とい ふの が —— 」 



と Y は 説明し かける と 慌て、 横 を 向いた かと 思 ふと、 

家鳴り 振動す る ほど 素晴らしい クシ ャミを 放った。 箱 

の 中の 木 兎が、 止り木から 滑り落ちて 気た ゝ ましい 羽 

ばた きを 立てた。 

「それく、 こんな 風なん だから かな やしない、 それ 

が、 その 時 は 風邪の 引きた て、 V、 試みに 腕時計 を 見る 

と 三分お きに 時 をと つて 出 るんだ から、 往生した よご 

「持って 帰ったら オヤ ヂが 悦ん で、 そのうちに また こ 

れを モデルに する だら うと 思った から 僕 も 一 生 懸命に 

なつたん だよ ご 

オヤ ヂと いふの は 彫刻家の ことで ある。 



Y は タバコ 畑の 中 を 縦横に 駆け 廻って、 木 兎 を 追 ひ 

まくった が、 益々 クシ ャミ にた、 られ て、 ハナ は 出る 

涙 は 出る、 顔 も 何も 滅茶苦茶に 泥に よごれて、 眼 も 見 

えず、 しま ひに は 鳥と 間違へ て ナス ゃマク ハウ リ をつ 

かんで しま ふ ほどの 悪 闘 を 演じて しまった とい ふこと 

だった。 

漸く 向 ひ 側の 丘の 下に 追 ひつめ て、 西瓜 畑の 中で 首 

尾よ く 木 兎 をつ かまへ た 時には、 もう 日 は 西の 山に 沈 

まう として、 空 はきれ いな 夕 映に 色 彩られて ゐた時 だ 

つた。 不図 気づいて 見る と 十 人 あまり 見物人が Y の 周 

囲 をと りかこんで ゐ たとい ふこと だった。 



「俺が 彼方へ 飛び 此方へ 飛びして ゐる後 を 見物人が、 

更に 追 ひかけ てゐ たわけだった がその 時まで 俺 は 一 向 

に 気がつかな かったん だよ。 日暮れに 迫られた らお 終 

ひだと 思って ゐ たので 全く 加速度 的 に 俺 は 夢中に な つ 

てゐ たので —— 」 

僕 は、 Y の目醒 しい 活躍 談を 聞きながら、 ずっとく 

以前に K とい ふ 男が 彫刻家の 制作で ある 木 兎の 銅像 を 

携 へて 売約の 使 ひに 出た ま、 遁走 をして しまった 時の 

こと を 思 ひ 出して ゐた。 その 時 アトリエに 集まった 連 

中が 腕 を 組んだ ま、 困った 顔 をして 徒らに K の 行方 を 

想像な どして ゐ ると、 滅多に 感想と いふ もの を 吐いた 



ことのない 彫刻家が 、 ブロンズ にして ある 制作な ら ど 

こに 持ち運ばれて 何ん な 目に 逢 はう とも 決して 亡びな 

いから —— とつぶ やいて ゐ たの を 僕 は 何とい ふこと な 

しに 羨ましく 聞いた ことがあ つたこと など を 思 ひ 出し 

たりして ゐた。 

「これが 済んだら 今度 は 何 を や るんだら う！」 と 僕 は、 

Y の 方 を 向いて 彫刻家の 次の 制作に ついて たづね た。 

僕の 像 をつ くりながら、 夏 以来 Y の 胸像 も 同時につ く 

られつ、 あつたの だ。 この 暑さに、 ぢっ とかう して ゐ 

るの は 実際 「九季 面壁」 の 思 ひだね —— と Y はよ く 壁 

の 文字 を 指差して 笑った もの だ。 



「多分 これ かも 知れない ご 

と Y は 箱の 中の 木 兎に 餌 を 与へ ながらい つた。 

彫刻家 は 黙々 として 仕事に 熱中して ゐる。 開 期に 間 

に 合へば、 Y と 僕と そして 木 兎の 銅像が、 晴れの 美術 

展覧会に ならぶ 害 だ。 



完成の 前 



Y と 僕の 像 は 出来上が つたが、 木 兎 は 間に合 はぬ こ 



とに なった。 二三 日のう ちに、 二つの 胸像 を 石膏 型に 

して、 Y が 東京の ブロンズ 屋に 運ぶ ことにな つて ゐ る。 

Y は、 その ま、 帰京す る ことになるの だら う。 

「君 は、 木 兎 を 欲しい といって ゐ たね？」 

と Y が 僕に 訊ねた。 

「い つた やうな 気 もす るが —— 」 

「君に 置いて 行く よご 

「僕に！ それ は、 しかし …… 」 

「俺が 居なくなる と 餌 を やる 者が なくなって しま ふか 

ら —— 。 仕事の 時には、 また 持って来れば 好から うか 

ら ：：： 」 



「それまで —— 」 と Y がいった。 

凝つ と、 モデルの 椅子に 凭って 日 を 送って ゐた 間に、 

その 周囲に 起った、 「追 ひか けられる こと」 「追 ひかけ 

る こと」 の 幾つかの 事件 を 僕 は、 あの 制作の 思 ひ 出に 

記述して 置きたかった ので あるが、 「追 ひか けられる 

こと」 「追 ひかけ る こと」 は、 次々 に 進展して 行つ 

て、 何処まで も 止まない。 

僕 は、 僕 等の 「九 李 面壁」 を 回想し 得る、 今年の 彫 

刻 家の 制作 を ながめて、 様々 な 「動」 に 想 ひ 走らせよ 

、つ。 

僕が、 縦から 横から、 出来 あがった 自分と Y の 像 を 



ながめて ゐ ると、 彫刻家が いった。 

「美術館の 光線で 見る と、 一番 はっきり 好く 解る よご 

「さあ、 もう 一 日 も 愚図々々 して は 居られない 

んだ。 一 日 も 早く ブロンズ 屋に 持って行 かないと、 遅 

れるぞ ご 

Y は 村長の 行方 を 探して ゐた。 村長が Y と 一 処に東 

京へ 行く 約束な ので あると いふ こと を 僕 は、 はじめて 

聞き 知った。 

「今日 も 朝から、 終日 探したん だが、 何う しても 行方 

が 解らない ご と Y は 吐 息をついた。 

「 」 



彫刻 を 作る より ほかに は 何も 知らな い 彫刻家 は、 

たゾ、 眼 を 丸く して Y の 顔 を 見守って ゐ るば かりだつ 

た。 

村長の 館まで は、 三 里の 田圃 道 を 走って、 二つの 丘 

を 越えなければ ならなかった。 

「もう 一刻 も かう して は 居られな いし、 約束 を 破って 

おれ だけで 東京へ 行く わけに も 行かない しする から、 

これから 三人で 村長の 家までお しかける ことに 仕様 I 

I」 とい ふがいな や Y は、 もう 自動車に 飛び乗った。 

彫刻家 も 僕 も 続いた。 ステ— シ ヨン 前の 自動車 店が 新 

規に買 ひ 入れた 風の やうな 色彩の 新 台で ある。 そして、 



海の やうに なびいて ゐる 稲の 中 を、 直線に 走って ゐる 

田圃 道 を、 僕達 は 突風の やうに 進んで ゐた。 R 子が D 

を 追跡した 道で ある。 

「R 子 事件で もが、 また 起って 村長 は 奔走し 廻って ゐ 

るん ぢ やない か 知ら？」 

「となると 容易に は 見つかるまい。 -」 

「居なかったら、 仕方がない、 村長の 像に 向って 言葉 

を かけて > も 来 るんだ ね ご と Y が 生真面目な 調子で 

い つた。 

豊かな ひげ を貯 へた 村長の 像 は、 何時 行っても 必ず 

そこの 書斎に 鎮座して ゐる。 これ は、 彫刻家の 去年の 



制作で ある。 

「おれ 達の 像 も 早く ブロンズ にして しま はう、 何時 ど 

んな ことが 起らぬ とも 限らない し …… 」 と Y は 浮 腰に 

なって つぶやいて ゐた。 

「木 兎 も 早く 銅像に なれば よいが —— 」 と 僕 も つぶや 

いた。 

附記。 前記 R 子の 愛人 D は 村長と 並んで 同じく 前年 

ブロンズ になって、 展覧会に 並び、 その 像 は 今 僕のと 

ころに 預かって ある。 
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